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1 地域包括ケア推進課 40 40
地域包括支援センター
運営事業

市内包括支援センター（14か所）、在宅支援センター
（15か所）の2ヵ年平均相談件数は、1センター4,514
件、1在支1,067件と多い。しかも同事業所は各地域に
あって、ケア会議を主催し、介護関係講習会や地区社協事
業への支援参加等、極めて幅広く地域に密着した活動を展
開し、市民に最も近い公的機関としての役割を果たしてい
る。
　しかし、その割合にはその機能が地域住民に浸透してい
ないようにも感じられる。もっと積極的にその役割などに
ついて周知する必要があると思われます。

提言 本木副委員長

2 危機管理課 53 58 自主防災組織の育成

　大災害発生に備えた地域の「自主防災組織」の結成は昨
今、町会・自治会だけではなく、マンション管理組合にも
広がっているようで心強いところであるが、令和2年度と
3年度では殆ど結成数は変化していない。町会・自治会を
中心とした結成率は約61％程度と想定され、50世帯以上
の町会・自治会数で試算すると60％程度となり自主防災
組織の結成率はこの辺が限界なのでしょうか。さらに拡大
する工夫は考えられないものでしょうか。
　自主防災活動の先進都市と言われている浜松市の自主防
災組織の結成率は100％を超えていると聞いております。
　また、いざという時の自主防災活動についての具体的訓
練を行政として徹底すべきではないでしょうか。折角よい
マニュアルなどもできているのですから。

提言 本木副委員長
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3 地域福祉課 49 52 学習支援事業

　子どもを取り巻く環境が変化する中、学習支援事業が順
調に進んでいることを評価したい。
　これから支援を必要とする子ども達が増えてくると思い
ます。
　さらなる支援の充実を期待します。

提言 府野委員

4
保健体育課（児
童・生徒防犯安
全対策室）

55 61 スクールガード事業

　児童の見守り対策として、スクールガードの皆さんにお
世話になっています。
　雨・風・雪など気象条件の厳しい日も、休みない活動に
より帽子や安全ベストが色あせて、ご苦労の様子が伺われ
ます。
　高齢化により、登録減少も各地で進んでいる状況です
が、これまで用品の提供は行われていません。
スクールガード・リーダーに600万も助成しています。冬
に手袋一つでも用意できないでしょうか？
　登録者全員でなく、各団体の責任者にお願いし、危険カ
所で毎日見守りを中心に活動している方等を推薦していた
だけばいかがでしょうか。

提言 加瀬委員


